
日
本
で
は
、「
近
江
八
景
」

を
は
じ
め
、
そ
の
地
を
代

表
す
る
好
風
景
を
「
○
○

△
景
」
と
呼
び
称
し
。
特

別
な
思
い
を
寄
せ
て
き

た
。
郡
内
で
も
、
各
町
や

村
に
そ
の
種
の
場
所
や
景

観
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
今
日
ほ
と
ん
ど
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
今
回
、
福
住

清
風
が
選
定
し
た
江
戸
時

代
末
期
頃
の
（
下
）
伊
那

の
勝
地
十
五
カ
所
を
紹
介

し
よ
う
。
出
典
は
前
に
も

引
用
し
た
羽
生
永
明
稿
著

『
南
信
文
学
』
で
あ
る
。

選
定
者
の
福
住
清
風

（
一
六
七
八
～
一
八
四
八
）

は
、
長
瀬
五
郎
右
衛
門
の

四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
、

長
じ
て
飯
田
の
町
年
寄
を

勤
め
た
福
住
家
の
養
嗣
子

と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
最

初
俳
句
や
書
を
学
び
、後
、

飯
田
に
来
遊
し
た
尾
張
の

植
松
茂
岳
に
つ
い
て
和
歌

を
習
い
名
を
得
た
。

か
の
千
葉
葛
野
と
同
時

代
の
人
で
、
よ
く
並
び
称

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
葛

野
は
江
戸
に
出
て
有
名
に

な
っ
た
が
、
清
風
は
終
生

飯
田
に
止
ま
り
、
原
信

好
・
松
尾
多
勢
子
他
多
数

の
門
人
を
育
て
た
。

そ
の
清
風
が
選
ん
だ
飯

田
下
伊
那
の
十
五
景
で
あ

る
。
記
載
さ
れ
て
あ
る
順

に
番
号
を
附
し
て
あ
げ
て

み
よ
う
。
括
弧
書
き
で
示

し
た
の
は
、
今
日
予
想
で

き
る
そ
の
場
所
で
あ
る
。

１
　
遠
山
春
望
（
赤
石
山

脈
の
春
望
か
）

２

弥
高
社
櫻
（
市
内

鼎
の
弥
高
神
社
の
桜
）

３
　
茶
臼
山
霞
（
茶
臼
山

の
霞
）

４
　
眞
呂
山
子
規

�
�
�
�
�

（
眞

呂
山
の
子
規
）

５
　
山
村
早�

�

雨�
�

（
郡
内
の

山
村
の
五
月
雨
）

６
　
河
原
街
蚊�

遣�
�

（
飯
田

辺
の
河
原
街
の
蚊
遣
）
　
　

７
　
園
原
落
月
（
阿
智
村

園
原
の
落
月
）

８
　
恨
山
夕
照
（
市
内
二

つ
山
の
夕
照
）

９
　
萱
垣
山
紅
葉
（
萱
垣

山
の
紅
葉
）

10

風
越
時�

雨�
�

（
市
内
風

越
山
の
時
雨
）

11

八
幡
原
雪
（
市
内
八

幡
原
の
雪
）

12

松
川
千
鳥
（
市
内
松

川
の
千
鳥
）
　
　
　
　

13

法
蔵
寺
鐘
（
市
内
鼎

の
法
蔵
寺
の
鐘
）
　
　

14

運
松
寺
松
原
（
市
内

鼎
の
運
松
寺
の
松
原
）

15

伊
久
間
道
行
人
（
喬

木
村
伊
久
間
の
行
人
）

見
る
通
り
、
あ
げ
ら
れ

た
場
所
は
、
飯
田
を
中
心

と
し
た
郡
内
の
山
河
や
寺

社
で
あ
る
。
そ
の
様
子
や

景
観
は
題
か
ら
推
測
い
た

だ
こ
う
。
仮
に
今
の
人
が

選
ん
だ
な
ら
ば
、
お
よ
そ

選
び
そ
う
も
な
い
場
所
が

多
く
入
っ
て
い
て
お
も
し

ろ
い
。
こ
こ
か
ら
、
今
よ

り
百
五
十
年
以
上
昔
の
人

の
生
活
や
美
意
識
が
感
じ

ら
れ
る
。

実
は
こ
の
十
五
景
に
は
、

和
歌
が
一
首
ず
つ
添
え
ら

れ
て
い
る
。
四
季
そ
れ
ぞ

れ
三
～
四
景（
三
～
四
首
）

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
紙
面
の
都
合
上
全
て

を
紹
介
で
き
な
い
か
ら
、

各
季
一
首
ず
つ
を
次
に
記

す
の
で
、
清
風
の
古
歌
を

鑑
賞
し
て
み
た
い
。

春
　
（
遠
山
春
望
）

夕
暮
れ
の
眺
め
は
何
時

と
な
け
れ
ど
も
た
え
だ
え

霞
む
春
の
山
の
端�

夏
　
（
眞
呂
山
子
規
）

軒
近
き
は
山
を
出
で
て

ほ
と
と
ぎ
す
花
の
跡
と
ふ�

�
�

け
さ
の
初
声

秋

（
園
原
落
月
）

は
は
き
木
の
老
い
ぬ
る

か
げ
を
嘆
く
間
に
月
も
傾

ぶ
く
園
原
の
山

冬

（
運
松
寺
松
原
）

時�

雨�

れ
て
も
時
雨
れ
ぬ

色
や
世
の
中
の
世
の
常
な

ら
ぬ
松
の
ひ
と
む
ら

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
13

福
住
清
風
選
の
「
伊
那
十
五
景
」

鎌
倉
貞
男

「伊那十五景」


